
一
人
じ
ゃ
で
き
な
い
こ
と
も
み
ん
な
と
な
ら
ー

地
域
で
支
え
合
う
自
主
防
災
組
織

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
助
け
合
い
の
力

（
共
助
）。
そ
の
要
と
な
る「
自
主
防
災
組
織
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

1
月
31
日
、
令
和
７
年
度
の
町
総
合

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
カ
タ
ル
で
は
避
難
所

開
設
訓
練
や
防
災
ミ
ニ
ト
ー
ク
が
行
わ

れ
た
他
、
町
内
各
地
で
も
自
主
防
災
組

織
が
主
体
と
な
り
、
安
否
確
認
や
防
災

資
機
材
の
点
検
と
い
っ
た
訓
練
に
そ
れ

ぞ
れ
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
、
広
崎
地
区
で
は
、
３
町

内
と
4
町
内
が
合
同
の
自
主
防
災
訓
練

を
実
施
。
参
加
者
は
防
災
倉
庫
の
中
身
を

一
緒
に
確
認
し
た
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
や
防
災
用
井
戸
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
の
組
み
立
て
な
ど
を
実
践
し
た
り
し

て
、
災
害
時
の
対
応
を
学
び
ま
し
た
。

組　織　名 カバー地区

赤井地区自主防災クラブ 赤井

広崎1町内自主防災組織 広崎1町内

広崎3町内自主防災組織 広崎3町内

広崎4町内自主防災組織 広崎4町内

広崎5町内自主防災組織 広崎5町内

福富地区自主防災クラブ 福富

安永1町内自主防災クラブ 安永1町内

安永2町内自主防災クラブ 安永2町内

組　織　名 カバー地区

　安永4町内自主防災クラブ 安永4町内

広安小学校区自主防災クラブ �惣領1～4町内、馬水北、
馬水南、安永1～4町内

辻の城地区自主防災クラブ 辻の城団地

小峯地区自主防災クラブ 小峯

自主防災福原 福原

上陳地区自主防災クラブ 上陳

上小谷地区自主防災クラブ 上小谷

津森小学校区自主防災クラブ �　��上陳、堂園、杉堂、上小谷、
　下小谷、田原、寺中、北向、下陳

益城町の自主防災組織　※令和 8 年 2 月 1 日現在

HUG（避難所運営ゲーム）

住民一人一人が災害時にどういっ
た行動をとるか事前に決めておく
マイタイムライン（防災行動計画）人命救助訓練

　

訓
練
の
最
後
に
、
西に

し

村む
ら

計け
い

也や

広
崎
4

町
内
区
長
は
こ
う
語
り
か
け
ま
し
た
。

　
「
大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
、
3
〜
4

日
は
行
政
の
支
援
を
期
待
で
き
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
熊
本
地
震
で
も
、
支
援

物
資
が
十
分
に
行
き
渡
る
ま
で
1
週
間

ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
期
間
、
家
族

の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
家
庭
ご
と
の

備
蓄
品
の
準
備
や
、
防
災
へ
の
心
構
え

が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

ま
ず
は
自
分
と
家
族
の
安
全
を
守
り（
自

助
）、
そ
し
て
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば

地
域
で
助
け
合
う（
共
助
）。
そ
の
一
つ

一
つ
の
行
動
が
、
私
た
ち
の
地
域
全
体

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
」と
、
日

頃
か
ら
の
備
え
と
、
助
け
合
い
の
重
要

性
を
参
加
者
へ
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
「
自
主
防
災
組
織
」と
は
、
共
助
の
理

念
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
地
区
ご
と
に
結
成
す
る
組
織
で
す
。

　

も
し
も
今
、
大
き
な
災
害
が
起
き
た

ら
…
？　

公
的
な
支
援
が
す
ぐ
に
は
届

か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な「
い

ざ
」と
い
う
時
に
地
域
で
協
力
し
て
行
動

で
き
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
。

そ
の
た
め
の
仕
組
み
が
自
主
防
災
組
織

で
す
。
現
在
、
益
城
町
に
は
16
の
団
体

が
設
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
定
期

的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

16
の
自
主
防
災
組
織

　

で
は
実
際
に
、
自
主
防
災
組
織
は
地

域
で
ど
の
よ
う
な「
備
え
」を
担
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
活
動
は
、
ま

ず
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
特
性
を「
知

る
」こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。　

地
域
で
担
う「
備
え
」と
は

広
崎
３
・
４
町
内
自
主
防
災
組
織

合
同
自
主
防
災
訓
練

小小
ここ

柳柳
やなぎやなぎ

勇勇
ゆうゆう

人人
とと

さんさん（広崎４町内）（広崎４町内）

吉吉
よしよし

川川
かわかわ

洋洋
ようよう

子子
ここ

さん（広崎 3町内）さん（広崎 3町内）

田田
たた

嶋嶋
じまじま

孝孝
たかたか

徳徳
のりのり

さん（広崎 3町内）さん（広崎 3町内）

自分たちで組み立てたダンボールベッド

　

例
え
ば
、
地
域
ご
と
の
避
難
所
や
安

全
な
避
難
経
路
、
浸
水
や
土
砂
災
害
の

危
険
が
あ
る
場
所
な
ど
を
把
握
し
、
マ
ッ

プ
と
し
て
共
有
し
ま
す
。
同
時
に
、
災

害
時
に
手
助
け
を
必
要
と
す
る
人（
災
害

時
要
支
援
者
）の
情
報
を
事
前
に
把
握
し

て
お
く
こ
と
も
、
迅
速
な
安
否
確
認
や

救
助
活
動
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る

だ
け
で
は
、
非
常
時
に
体
が
動
く
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の

が
実
践
的
な
訓
練
。
消
火
器
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
、
避
難
所
の
運
営
方
法
な
ど

実
際
に
経
験
す
る
こ
と
で
、「
知
識
」を

い
ざ
と
い
う
時
に
活
用
す
る「
行
動
力
」

へ
と
変
え
て
い
き
ま
す
。

　

想
定
外
の
災
害
は
、
時
に
人
を
パ
ニ
ッ

ク
に
誘
い
、
冷
静
な
判
断
を
奪
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
日
頃
の
訓
練
で
培
っ
た
経

験
と
、
顔
の
見
え
る
関
係
性
こ
そ
が
、

そ
の
混
乱
の
中
で
冷
静
さ
を
取
り
戻
す

支
え
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
安
全
は
そ

こ
に
住
む
人
々
が
日
々
の
地
道
な
活
動

を
通
じ
て
育
ん
で
い
く
も
の
。
自
主
防

災
組
織
は
、
そ
の
た
め
の
最
も
重
要
な

活
動
の
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子どもでも水をくめる防災用井戸

自主防災訓練参加者の声
自主防災組織を設立しませんか

設立までの流れ
　①�区長を中心に、地区内で自主防災組織の必
要性について議論する。

　②�設立に必要な書類の案を作成し、危機管理
課に提出する。

　③地区で総会を実施し、住民の同意を得る。
　④書類の完成版を危機管理課に提出する。
設立補助金
　1団体につき、1回限り 5万円
活動補助金  ※事前申請が必要
　１団体につき、年間 2万 5千円（上限）　　　　　　　　　　　　
　（補助対象となる活動）
　・�防災訓練、ワークショップにかかる経費
　・防災活動のための備品の購入費用
その他の支援
　・設立までの支援
　・研修会などへの講師としての職員派遣
　・地区内の防災士の紹介　など
詳細は町ホームページをご覧ください。
問 危機管理課  ☎ 286 - 3210

避難場所を確認しておく
ことが、とても大切だと
分かりました。もし大き
な災害が来たら、避難場
所を知らない人に教えて
あげたり、困っている人
を助けたりしたいです。

熊本地震の時は恐怖や混
乱でその場から一歩も動
けませんでした。とっさの
場面では特別な行動はと
れないと思います。だか
らこそ、日頃からの心構
えが大切だと学びました。

自分の身を守るために、
どのような備えをすれば
よいかを知りたくて参加
しました。避難所に何が
備えられているかを確認
し、自分で用意すべきも
のもよく分かりました。
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